
国
ト
ル
コ
系
民
族
の
台
頭

イ
る
フ
ー
ム
世
界
を
支
配
し
み

ト
ル
コ
系
王
朝

トルコ系民族は現在、ユーラシア大陸の広大な地域に分布するが、
きな移動・拡散はおもに10～ 13世紀に行われた。
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トルコ系民族の進出方向

軍
事
奴
隷
だ
っ
た

ト
ル
コ
人
が
力
を
つ
け
、

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の

実
質
的
支
配
者
と
な
る
。

め
て
い
っ
た
。

１１
世
紀
後
半
に
は
、
ア
ナ
ト
リ
ア

地
方
に
侵
入
、
こ
の
と
き
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
皇

帝
が
ロ
ー
マ
教
皇
に
助
け
を
求
め
た
こ
と
が
、
十

字
軍
↑
７４
参
照
）
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
セ
々
ン
ュ
ー
ク
朝
の
全
盛
期
は
短
く
、

１１
世
紀
末
に
は
地
方
の
軍
団
が
自
立
す
る
よ
う

に
な
り
、
十
字
軍
の
侵
入
も
あ
っ
て
、

１２
世
紀
半

ば
に
減
亡
す
る
。

古
代
の
文
化
を
近
代
ヘ

伝
え
た
イ
ス
ラ
…
ム
世
界

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
ル
ネ
サ
ン
ス
に
よ
っ
て
文
化
的

に
大
き
く
発
展
す
る
ま
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
も
水
準
の
高
い
文
化
を
保
持

し
て
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
範
と
仰
ぐ
古
代
ギ

リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
文
化
は
、
そ
の
多
く
が
い
っ
た

ん
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
を
経
由
し
た
の
ち
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
入
っ
て
い
る
。

ア
ッ
バ
ー
ス
朝
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
研
究
機

関
「
バ
イ
ト
＝
ア
ル
ヒ
ク
マ
（知
恵
の
館
と
で
は
、

ギ
リ
シ
ア
語
の
文
献
が
ア
ラ
ビ
ア
語
に
翻
訳
さ

れ
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
幾
何
学
や
哲
学
が
継
承

さ
れ
た
。
こ
れ
に
イ
ン
ド
の
代
数
学
な
ど
も
加

わ
り
、
イ
ン
ド
数
字
を
改
良
し
た
ア
ラ
ビ
ア
数

字
（現
在
の
算
用
数
字
）
も
つ
く
ら
れ
た
。
現
在

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
語
に
は
、
科
学
関
係
を
中
心
に

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
か
ら
入
り
込
ん
だ
語
彙
が
か

な

り

あ

る

。

麟
　
綿

イ
ス
ラ
ー
ム
帝
国
各
地
で

シ
ー
ア
派
勢
力
が
台
頭

ア
ッ
バ
ー
ス
朝
は
、
８
世
紀
末
に
最
盛
期
を
迎

え
、
首
都
バ
グ
ダ
ッ
ド
は
大
い
に
繁
栄
し
た
。

し
か
し
、
９
世
紀
末
以
降
は
地
方
政
権
の
自
立

な
ど
に
よ
っ
て
衰
退
し
は
じ
め
た
。

１０
世
紀
に
は
、
チ
■
一ジ
ア
に
シ
ー
ア
派
の
フ

ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
が
興
り
、
エ
ジ
プ
ト
、
ンヽ
リ
ア
に

版
図
を
拡
大
し
た
。
同
じ
こ
ろ
、
ぺ
″
ン
ア
に
シ

ー
ア
派
の
ブ
ワ
イ
フ
朝
が
建
て
ら
れ
た
。
こ
の

王
朝
の
統
治
者
は
大
ア
ミ
ー
ル
と
称
し
、
ア
ッ

バ
ー
ス
朝
の
カ
リ
フ
の
権
威
を
認
め
た
。
ま
た
、

の
ち
に
多
く
の
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
で
実
施
さ
れ

る
イ
ク
タ
ー
制
（軍
人
に
給
与
の
代
わ
り
に
徴

税
権
を
与
え
る
制
度
）
を
初
め
て
取
り
入
れ
た
。

ト
ル
コ
人
、
軍
事
奴
隷
か
ら
の
し

上
が
り
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
を
落
と
す

イ
ス
ラ
ー
ム
帝
国
の
東
部
で
は
、
マ
ム
ル
ー
ク

と
よ
ば
れ
る
軍
事
奴
隷

（ト
ル
コ
人
が
多

い
）
が

台
頭
し
て
い
た
。

１０
世
紀
半
ば
に
成
立
し
た
カ

ラ
＝
ハ
ン
朝
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教

へ
の
改
宗
が
進

ん
で

い
た
ト
ル
コ
人
が
、

１１
世
紀
前
半
に
セ
ル

ジ
ュ
ー
ク
朝

（
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
＝
ト
ル
コ
）
を
建

て
て
隆
盛
と
な
り
、
１
０
５
５
年
に
は
バ
グ
ダ
ッ

ド
を
占
領
、

６２
年
に
ブ
ワ
イ
フ
朝
は
滅
ん
だ
。

セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
は
、
官
僚
へ
の
イ
ラ
ン
人
の

登
用
、
行
政
用
語
へ
の
ぺ
″
ン
ア
語
採
用
、
イ
ク

タ
ー
制
の
実
施
な
ど
を
行
い
、
支
配
体
制
を
固

アラビア語起源の英語

aicohol  アルコール

algebra

a:chemy

a:gorism

sugar

cotton

soda

代数学

錬金術

アルゴリズム
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が建てた王朝で、奴隷出身者でなければ支配階級になれなかった。
岬
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